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臨時会・定例会で決まったこと

建設工事が始まった鷹巣診療所（囲み点線右側）と医師住宅（囲み点線左側）

上水道事業へ移行

長
島
町
議
会
は
令
和
元
年
第

３
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
を
11

月
５
日
に
開
催
し
、
国
民
健
康

保
険
鷹
巣
診
療
所
新
築
工
事
請

負
契
約
や
同
診
療
所
医
師
住
宅

新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な

ど
議
案
４
件
を
可
決
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
第
４
回
長

島
町
議
会
定
例
会
を
12
月
４
日

か
ら
13
日
ま
で
の
10
日
間
の
会

期
で
開
い
た
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
や
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
の

補
正
予
算
な
ど
、
議
案
40
件
を

可
決
し
た
ほ
か
、
東
町
漁
協
か

ら
の
赤
潮
被
害
に
係
る
陳
情
１

件
を
採
択
し
た
。

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平

成
30
年
度
の
一
般
会
計
と
13
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認

定
し
た
。

一般会計に5539万６千円追加
を統合（獅子島地区を除く）～
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簡易水道事業を

ポケットパーク整備予定地ポケットパーク整備予定地
（城川内地区）（城川内地区）

改定される小学校教員用指導書改定される小学校教員用指導書
（掲載は一部）（掲載は一部）

会計年度任用職員制度システム対応業務委託料･････････････3,190千円

獅子島ウォークの開催･･･････････････････････････････････1,800千円

養育医療給付費･････････････････････････････････････････5,000千円

赤潮被害緊急支援事業補助金････････････････････････････14,625千円

東町漁協直販所整備事業補助金･･･････････････････････････4,921千円

電力需要低減設備投資支援事業補助金
（東町漁協冷凍冷蔵庫、製氷貯蔵施設）･････････････････････7,557千円

城川内地区ポケットパーク整備土地購入費･････････････････1,611千円

地域集積協力金事業
（農地中間管理機構協力金事業補助金）････････････････････16,893千円

農業用施設等災害復旧費（７月豪雨災害関係）･･････････････6,150千円

農地災害復旧費（７月豪雨災害関係）･･････････････････････3,455千円

単独災害復旧費（７月豪雨災害関係）･･････････････････････2,550千円

浦汐屋茅屋線の整備（事業費増額）･･･････････････････････10,800千円

教科書改訂による小学校教員用指導書等購入費･････････････9,501千円

令和元年度の一般会計補正予算のほか、国民健康保険、国民健康保険診療施設、介護保険、
簡易水道、農業集落排水、漁業集落環境整備、特定地域生活排水処理、観光施設の８特別会計
補正予算を常任委員会で審議した。採決の結果、本会議において全予算案について原案可決した。
今回、計上された予算の主な事業は次のとおり。

主な事業

～簡易水道事業と飲料水供給施設
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臨時会・定例会で決まったこと

長
島
港
（
本
浦
地
区
）
の
港
整
備

捨
石
６
６
５
立
方
㍍
増
、
捨
石
な
ら
し
９
１
０

平
方
㍍
増
、
本
体
ブ
ロ
ッ
ク
２
個
製
作
、
12
個
据

付
増
、
根
固
め
ブ
ロ
ッ
ク
10
個
製
作
据
付
な
ど
工

種
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
８
９
４
２
万
６

千
円
（
２
１
７
７
万
６
千
円
増
額
）
に
変
更
契
約
。

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
令
和
２
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
関
係
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
。

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
分
限
の
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

・
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例

・
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例

・
交
通
安
全
対
策
会
議
条
例

獅
子
島
港
（
柏
栗
地
区
）
の
港
整
備

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
で
使
用
す
る
起
重
機
船
の

移
動
距
離
の
変
更
及
び
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
65
個
追
加

製
作
据
付
な
ど
工
種
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た

め
、
６
３
０
２
万
２
千
円
（
６
２
６
万
２
千
円
増

額
）
に
変
更
契
約
。

契約

条例

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
購
入
の
変
更

役
場
内
で
利
用
す
る
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
購
入

契
約
を
、10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

９
９
１
万
６
５
０
０
円
（
18
万
３
０
０
円
増
額
）

に
変
更
契
約
。

獅
子
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
の

変
更コミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
購
入
契
約
を
、
10
月
１
日

か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
７
７
０
万
円
（
14

万
円
増
額
）
に
変
更
契
約
。

国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療
所
新
築
工

事
こ
れ
ま
で
主
に
役
場
駐
車
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
東
分
遣
所
の
隣
接
地
に
、
木
造
２
階
建
で

延
床
面
積
１
９
９
６
・
06
平
方
㍍
の
診
療
所
を
新

築
す
る
た
め
、
10
億
２
０
８
０
万
円
で
小
竹
・
阿

久
根
・
平
田
特
定
建
設
企
業
体
と
契
約
締
結
。

契約

定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療
所
医
師
住

宅
新
築
工
事

診
療
所
が
新
築
・
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
医
師

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
、
５
７
６
４
万
円
で
㈲
田

渕
組
と
契
約
締
結
。

長
島
港
（
伊
唐
地
区
）
の
港
整
備

１
工
区
は
浮
桟
橋
へ
の
連
絡
橋
の
製
作
場
所

が
、
鹿
児
島
港
か
ら
福
岡
県
み
や
ま
市
に
変
更
、

海
上
輸
送
か
ら
陸
上
輸
送
に
変
更
と
な
り
安
価
と

な
っ
た
た
め
、
６
６
０
０
万
円
（
１
３
２
万
円
減

額
）
に
変
更
契
約
。

２
工
区
は
、
方
塊
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
で
使
用
す
る

起
重
機
船
の
移
動
距
離
の
変
更
及
び
本
体
ブ
ロ
ッ

ク
を
15
個
追
加
し
製
作
据
付
す
る
た
め
１
億
１
９

０
０
万
円
（
１
２
３
０
万
円
増
額
）
に
変
更
契
約
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
現
在
の
町
の
臨
時
職
員
等
を
令
和
２
年

４
月
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
（
※
）
と
す
る
た
め
、

給
与
及
び
費
用
弁
償
の
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
。

※
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は
、
雇
用
さ
れ
て

い
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員
等
を
、
単
年
度
（
１

年
度
以
内
）
の
職
員
と
し
て
任
用
す
る
も
の
で

あ
る
。
現
行
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
と
の
主
な

改
正
点
は
次
表
の
と
お
り
。
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

人
事
院
及
び
鹿
児
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に

基
づ
く
職
員
の
勤
勉
手
当
、
給
料
表
、
住
居
手
当

の
改
正
。

町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正職員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
う
期

末
手
当
の
改
正
。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
伴
う
期

末
手
当
の
改
正
。

水
道
事
業
関
連
条
例
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
獅
子
島
地
区
簡
易
水

道
事
業
を
除
く
、
長
島
本
島
地
区
４
簡
易
水
道
事

業
及
び
２
飲
料
水
供
給
施
設
を
統
合
し
、
長
島
町

水
道
事
業
と
し
て
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
り
事
業

運
営
す
る
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
５
つ
の
条
例
を

制
定
、
１
つ
の
条
例
を
廃
止
し
た
。

・
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る

条
例
の
制
定

・
水
道
事
業
給
水
条
例
の
制
定

・
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
（
獅
子
島
地
区
）

・
簡
易
水
道
事
業
の
長
島
町
水
道
事
業
へ
の
移
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
・
簡
易
水
道
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
廃
止

▼
水
道
事
業
改
正
の
目
的

人
口
減
少
等
に
よ
る
給
水
使
用
料
の
減
少
や
、

高
度
経
済
成
長
期
の
集
中
整
備
に
よ
る
老
朽
化
対

策
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
現
在
の
会
計
方
法
で
は

的
確
な
経
営
情
報
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
国
か
ら
よ
り
正
確
な
経
営
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
の
要
請
が
あ
っ

た
。今

回
の
改
正
は
主
に
水
道
課
が
管
理
す
る
水
道

事
業
の
会
計
方
法
の
変
更
で
あ
り
、
町
民
の
方
へ

の
直
接
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
産
品
直
売
施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望

陽
・
長
島
物
産
館
・
農
山
漁
村
体
験

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

３
施
設
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
を
図

り
、
来
場
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
た

め
、
㈱
長
島
物
産
館
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

し
た
。

指定管理
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
・
字
の

区
域
変
更

伊
唐
北
漁
港
及
び
観
音
漁
港
公
有
水
面
埋
立

で
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、

字
の
区
域
を
変
更
し
た
。

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て

長
島
町
が
雇
用
す
る
作
業
員
が
草
払
い
中
に
小

石
を
は
ね
て
、
町
民
が
所
有
す
る
自
動
車
２
台
に

そ
れ
ぞ
れ
当
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
等
を
破
損
さ
せ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
損
害
の
賠
償
の
額
を
定
め
和
解

し
た
。

その他

特産品直売施設ポテトハウス望陽

長島物産館
（だんだん市場）

農山漁村体験施設
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一般質問とは・・・
各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針
を聞き、町当局の考え方や疑問をただすことです。
単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけではなく、現行政策の見直しや新規政策を
提言するなど、議員の重要な活動です。
令和元年第４回定例会（12月）では次の３人の議員が質問をしました。

１　上筋　睦雄	 （７ページ）

・消火活動の検証結果を問う
・町職員等の所得格差の是正は
・再生可能エネルギー研究の進捗状況は

２　池田　安彦	 （８ページ）

・赤潮対策を問う
・赤潮発生メカニズムの解明及び情報共有を

３　竹山　司郎	 （９ページ）

・地域おこし協力隊の活動内容は
・東町漁協加工場前の物揚場の整備を問う

町政を問う
一般質問

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
同
会
創
立
70
周
年
を
記
念

し
、
30
年
以
上
町
村
議
会
議

員
と
し
て
在
職
し
、
功
労
が

あ
っ
た
者
と
し
て
、
池
田
廣

議
員
が
表
彰
を
受
け
た
。

池
田
廣
議
員
は
昭
和
62
年
５
月
１
日
か
ら
通
算
で
32
年
間
、

町
議
会
議
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

池
田
廣
議
員
に
永
年
表
彰

池田　廣議員
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消
火
活
動
の
検
証
結

果
を
問
う

上
筋
議
員　

災
害
か
ら
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ

と
は
、
地
方
自
治
の
第
一

の
使
命
で
あ
る
。

９
月
浜
漉
、11
月
三
船
・

山
門
野
で
の
火
災
の
検
証

結
果
を
踏
ま
え
、
住
民
へ

の
警
鐘
、
心
構
え
、
住
宅

へ
の
火
災
報
知
機
・
消
火

器
設
置
の
た
め
の
予
算
措

置
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
町
長　

消
火
活
動
は
、
安

心
・
安
全
な
生
活
を
営
む

に
は
必
要
な
業
務
だ
と
認

識
し
て
い
る
。

消
火
器
・
警
報
装
置
等

上
筋
議
員　

浜
漉
の
件
で

は
、
発
災
約
３
時
間
経
過

し
て
応
援
出
動
を
指
示
。

三
船
で
は
10
数
台
の
消
防

車
が
集
結
、
火
勢
制
圧
後

（
約
30
分
後
）
も
な
お
関

係
車
両
の
集
結
が
継
続
。

現
場
と
中
央
指
揮
所
と
の

通
信
連
絡
機
能
の
向
上
の

必
要
性
と
、
長
島
の
地

形
、
状
況
に
合
っ
た
消
防

装
備
、
消
化
用
水
の
確
保

が
肝
要
で
あ
る
。

町
職
員
等
の
所
得
格

差
の
是
正
は

上
筋
議
員　

正
規
職
員

（
２
３
１
人
）
と
非
正
規

職
員
（
２
１
４
人
）
と
の

給
与
格
差
の
現
状
と
将
来

的
な
是
正
、
及
び
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
町
長　

令
和
２
年
度
か
ら

は
法
規
改
正
に
よ
り
、
非

正
規
職
員
は
会
計
年
度
任

用
職
員
又
は
包
括
業
務
委

託
業
者
の
職
員
と
な
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
適
用
を
受
け
る
の

で
、
格
差
是
正
に
役
立
つ

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

な
ど
取
り
入
れ
ら
れ
る
と

こ
ろ
は
取
り
入
れ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
の
進
捗
状

況
は

上
筋
議
員　

そ
れ
ぞ
れ
の

は
、
そ
の
都
度
対
処
し
て

い
る
。

上
筋　

睦
雄  

議
員

守れるか、住民の財産、防災、減災

部
門
で
研
究
中
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、
電
力
の
自
給
（
地
産

地
消
）、
地
場
産
業
へ
の

貢
献
、
電
力
小
売
り
の
企

画
、
将
来
の
最
大
発
電
能

力
の
見
積
に
つ
い
て
問

う
。

町
長
町
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
量
的
に
見
積
も
っ

た
こ
と
は
な
い
。
発
電
量

も
不
安
定
、
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
料
金
契
約
の
必
要
性
な

ど
不
確
定
要
素
が
多
い

が
、
近
隣
で
は
日
置
市
が

新
電
力
会
社
を
立
ち
上
げ

て
い
る
の
で
更
に
調
査
・

研
究
を
続
け
る
。

上
筋
議
員　

再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
長
島
の
活
力

の
源
泉
と
な
る
。
家
庭
、

農
業
、水
産
業
で
の
活
用
、

新
産
業
創
生
も
考
え
ら
れ

る
。研

究
成
果
を
大
い
に
期

待
す
る
。

再生可能エネルギー産業利用可能性調査事業の全体イメージ図
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赤
潮
対
策
を
問
う

池
田
議
員　

本
年
も
東
町

漁
協
管
内
に
お
い
て
赤
潮

に
よ
る
養
殖
ブ
リ
の
被
害

が
発
生
し
、
１
・
２
年
魚

併
せ
て
８
万
６
０
０
０
尾

あ
ま
り
が
斃へ
い

死
し
、
被
害

額
は
１
億
２
０
０
０
万
円

を
超
え
た
。

赤
潮
被
害
は
平
成
21

年
・
22
年
に
町
全
体
に
及

び
壊
滅
的
大
被
害
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年

に
も
12
万
尾
あ
ま
り
の
被

害
が
出
て
い
る
。

今
回
の
赤
潮
被
害
を
受

け
、
漁
協
か
ら
７
項
目
に

わ
た
り
町
や
県
に
被
害
対

策
の
要
望
が
な
さ
れ
て	

池
田　

安
彦  

議
員

い
る
。

そ
こ
で
、
今
後
の
町
と

し
て
の
支
援
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
被
害
が
発
生

し
た
と
き
の
対
応
は
。

町
長
町
長　

赤
潮
対
策
に
つ
い

て
は
、
10
月
４
日
に
県
知

事
及
び
県
議
会
議
長
へ
７

項
目
に
わ
た
る
被
害
対
策

に
つ
い
て
要
望
し
て
き

た
。町

と
し
て
も
被
害
対
策

に
か
か
る
費
用
へ
の
補
助

金
や
利
子
補
給
、
税
の
減

免
な
ど
、
今
後
拡
充
で
き

る
支
援
対
策
に
つ
い
て
も

国
や
県
と
十
分
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

後
被
害
が
発
生
し
た
時
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
全
面

的
に
対
策
、
振
興
策
を

図
っ
て
い
く
。

赤
潮
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
及
び
情
報

共
有
を

池
田
議
員　

有
害
赤
潮
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
・
予
防
法
の
開
発
は
養

殖
漁
業
の
継
続
と
安
定
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。そ

こ
で
、
赤
潮
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
急
ぐ

よ
う
国
・
県
等
へ
の
働
き

か
け
を
強
化
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
赤
潮
の
情
報

赤潮被害で斃
へい

死したブリを回収する漁民

共
有
に
つ
い
て
近
隣
市
町

村
へ
の
働
き
か
け
が
で
き

な
い
か
。

町
長
町
長　

赤
潮
発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機

関
に
お
い
て
分
析
・
研
究

を
行
っ
て
い
る
が
、
解
明

に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

町
と
し
て
も
解
明
に
向

け
た
取
り
組
み
を
急
い
で

い
た
だ
く
よ
う
、
引
き
続

き
国
や
県
等
へ
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

情
報
共
有
に
つ
い
て
は

県
や
漁
協
と
連
携
し
、
天

草
市
や
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
等
と
協
議
を
行
い
、

い
ち
早
く
情
報
を
共
有
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

沈下式の生
いけ

簀
す

により赤潮から退避
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
内
容
は

竹
山
議
員　

①
町
民
の

方
々
か
ら
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
状
況
が
あ

ま
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
と

の
話
を
聞
く
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

②
隊
員
の
給
料
の
状
況

は
。

③
毎
月
広
報
に
掲
載
し
て

活
動
状
況
を
周
知
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

④
町
民
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
だ
と
一
目
瞭
然
で
分

か
る
よ
う
に
、
ネ
ー
ム
入

り
の
活
動
服
を
与
え
た
ら

ど
う
か
。

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｒ
す
る
技

術
を
持
っ
た
人
を
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
採
用
し
て

い
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

が
相
当
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ

と
分
か
り
、
町
民
が
入
っ

て
来
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

東
町
漁
協
加
工
場
前

の
物
揚
場
の
整
備
を

問
う

竹
山
議
員　

竹
島
の
加
工

場
前
の
道
路
が
傷
み
、
魚

を
リ
フ
ト
で
運
搬
す
る
と

き
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。食
品
を
扱
う
場
所
で
、

し
か
も
日
本
一
の
養
殖
ブ

リ
の
産
地
で
あ
る
。
海
外

に
も
輸
出
す
る
よ
う
な
漁

協
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で

果
た
し
て
い
い
の
か
。　

ま
た
、
海
側
は
グ
レ
ー

チ
ン
グ
と
岸
壁
も
傷
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
を

漁
協
と
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組

む
考
え
は
。

町
長
町
長　

食
品
を

扱
う
場
所
と
し

て
恥
ず
か
し
い

限
り
で
あ
る
。

厳
し
い
指
摘
が

あ
っ
た
こ
と
を

県
に
報
告
し

て
、
早
い
時
期

に
解
決
し
て
も

ら
う
た
め
に
、

強
力
に
依
頼
を

す
る
つ
も
り
で

あ
る
。
竹
島
の

加
工
場
は
範
囲

が
広
い
の
で
、

優
先
順
位
を
つ

け
て
計
画
さ
れ

て
い
る
と
思

う
。
少
し
で
も

早
く
修
繕
で
き

る
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
く
。

町
長
町
長　

①
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
は
、
最
近
で

は
テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
の

ニ
ュ
ー
ス
で
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー

チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
）

に
よ
る
空
き
家
対
策
が
放

映
さ
れ
た
。
現
在
６
名
の

隊
員
が
活
動
し
て
お
り
、

指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
町

民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か

は
疑
問
が
あ
る
の
で
、
広

報
・
Ｐ
Ｒ
を
図
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

②
家
賃
な
ど
含
め
て
月
20

万
円
で
あ
る
。

③
空
き
家
活
用
や
、
隊
員

の
活
動
状
況
を
広
報
等
で

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
ま
た
、
あ
り

き
た
り
な
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
て

竹
山　

司
郎  

議
員

くぼみがあるためリフトで運搬時に危険が伴う大きなひびが入った岸壁
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委
員
長　

林　

誠
治

●
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
総
務
課
関
係

問　

城
川
内
地
区
に
あ
る

町
営
住
宅
の
解
体
工
事
の

予
算
内
容
を
示
せ
。

答　

住
宅
の
解
体
は
県
解

体
工
事
協
会
の
出
水
支
部

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う

の
で
、
今
回

は
跡
地
整
地

や
産
業
廃
棄

物
処
分
費
の

予
算
で
あ

る
。

▼
企
画
財
政

課
関
係

問　

前
回
の

造
形
展
作
品

を
処
分
す
る

場
所
等
は
。

獅
子
島

ウ
ォ
ー
ク
の
予
算
は
な
ぜ

当
初
予
算
で
計
上
し
な
い

の
か
。

答　

今
回
処
分
す
る
造
形

物
は
、
塩
追
と
小
浜
地
区

の
２
作
品
を
産
業
廃
棄
物

と
し
て
処
分
す
る
。

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
の
予

算
は
実
行
委
員
会
の
意
見

や
実
施
内
容
が
明
確
に
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
予
算
化

す
る
の
で
12
月
の
補
正
と

な
っ
た
。

▼
税
務
課
関
係

問　

現
在
、
税
金
の
徴
収

率
は
ど
う
か
。

今
回
の
予
算
で
町
民
税

を
お
よ
そ
１
２
０
０
万
円

減
額
し
た
理
由
は
。

答　

11
月
末
現
在
の
徴
収

率
は
、
町
税
が
81
・
01
㌫

で
前
年
度
比
0.6
ポ
イ
ン
ト

減
少
。
国
保
税
が
65
・
15

㌫
で
前
年
度
比
0.5
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
た
が
、
年
末
徴

収
に
力
を
入
れ
る
。

町
民
税
１
２
０
０
万
円

の
減
額
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
バ
レ
イ
シ
ョ
価
格
が

低
迷
し
、
収
入
・
所
得
が

減
少
し
て
い
る
た
め
。

▼
町
民
保
健
課
関
係

問　

未
熟
児
に
対
す
る
養

育
医
療
給
付
費
予
算
の
５

０
０
万
円
は
何
人
分
か
。

答　

２
人
分
で
あ
る
。
生

活
保
護
の
世
帯
に
双
子
が

誕
生
し
た
の
で
全
額
負
担

す
る
。
な
お
、
一
般
世
帯

の
場
合
は
２
割
が
養
育
医

療
で
負
担
す
る
。

▼
福
祉
事
務
所
関
係

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
対
象
者
と
実
績

は
。

答　

非
課
税
世
帯
・
子
育

て
世
帯
が
対
象
で
、
２
５

２
３
世
帯
、
約
３
８
０
０

人
で
あ
る
。
11
月
１
日
時

点
で
４
８
７
世
帯
が
申
請

し
、
１
２
５
３
冊
購
入
し

て
い
る
が
、
申
請
率
10
㌫

と
低
迷
し
て
い
る
。

▼
介
護
環
境
課
関
係

問　

海
岸
清
掃
作
業
員
の

人
数
、
稼
働
日
数
、
収
集

２
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案
等
を
審
査

各
委
員
会
の
主
な
審
議
内
容
を
紹
介

量
は
ど
う
か
。

答　

本
島
地
区
６
名
、
獅

子
島
地
区
４
名
が
６
月
か

ら
12
月
ま
で
勤
務
す
る
。

収
集
量
は
本
島
50
㌧
、

獅
子
島
20
㌧
を
焼
却
し
て

い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

問　

国
保
制
度
の
改
正
と

シ
ス
テ
ム
改
修
の
趣
旨

は
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
保

険
証
の
機
能
を
持
ち
、
保

険
者
、
支
払
基
金
、
国
保

中
央
会
、
病
院
を
繋
い
で

相
互
に
資
格
確
認
が
可
能

と
な
る
。

令
和
３
年
３
月
か
ら
開

始
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
で
あ
る
。

●
条
例

▼
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

問　

現
在
、
勤
務
す
る
臨

時
職
員
は
全
員
が
会
計
年

度
任
用
職
員
に
な
る
の

か
。
勤
務
時
間
や
職
種
は

ど
う
か
。

答　

包
括
委
託
会
社
に
87

名
が
移
行
し
、
残
り
が
会

計
年
度
任
用
職
員
と
な

る
。会

計
年
度
任
用
職
員

は
、
一
般
職
員
同
様
の
勤

務
体
系
。
そ
の
他
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
と
な
る
予
定
。

診
療
所
、
長
生
園
、
学
校

図
書
指
導
員
、
特
別
支
援

員
等
を
想
定
し
て
い
る
。

▼
委
員
会
の
意
見

①
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
事
業

で
次
年
度
以
降
の
景
観
整

備
用
地
先
行
取
得
の
必
要

性
は
。
事
業
実
施
と
並
行

し
て
取
得
が
可
能
で
な
い

か
。

②
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
事
業

の
予
算
は
総
務
課
一
括
計

上
か
ら
事
業
実
施
主
管
課

に
す
べ
き
で
な
い
か
、
検

討
し
て
ほ
し
い
。

解体される町営住宅（城川内地区）
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▼
耕
地
課
関
係

問　

災
害
復
旧
事
業
の
補

助
金
の
増
額
は
あ
る
の
か
。

答　

県
か
ら
激
甚
災
害
の

通
知
が
あ
り
、
現
在
、
補

助
率
ア
ッ
プ
の
手
続
き
を

進
め
て
い
る
。

●
長
島
町
観
光
施
設
特

別
会
計
補
正
予
算

問　

今
年
度
の
太
陽
の
里

の
経
営
状
況
と
決
算
見
込

み
は
。

答　

今
年
度
11
月
末
で
全

体
の
収
入
が
７
４
４
１
万

５
千
円
。
昨
年
同
時
期
が

６
６
５
１
万
１
千
円
で
お

よ
そ
８
０
０
万
円
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
要
因
と
し

て
、
今
年
度
は
造
形
展
開

催
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
支
出
が
８
０

０
０
万
円
あ
る
の
で
、
１

３
０
０
万
円
の
赤
字
と
な

る
。支

出
の
主
な
も
の
は
人

件
費
で
あ
り
、
昨
年
度
と

す
る
と
収
入
は
伸
び
て
い

る
が
、
支
出
が
減
ら
な
い

の
で
経
営
改
善
が
う
ま
く

い
か
ず
、
赤
字
解
消
に
い

た
っ
て
い
な
い
。
事
業
者

に
よ
る
経
営
診
断
結
果
を

待
ち
判
断
し
た
い
。

●
陳
情

「
東
町
漁
協
か
ら
の
赤

潮
被
害
対
策
に
係
る
費
用

へ
の
助
成
等
の
要
望
」は
、

養
殖
業
は
本
町
の
基
幹
産

業
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
生

産
者
の
所
得
安
定
を
図
る

た
め
に
も
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

▼
委
員
会
の
意
見

「
長
島
町
特
産
品
直
売

施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽

及
び
長
島
物
産
館
並
び
に

長
島
町
農
山
漁
村
体
験
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」
は
、
長
島
町

内
の
生
産
物
の
販
売
を
通

じ
て
長
島
全
体
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
地
域
貢
献
の

主
た
る
目
標
で
あ
り
、
基

本
理
念
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
可
能
な
限
り
地
場
産
品

の
出
品
が
望
ま
し
い
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
条
例

▼
長
島
町
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
長
島
町
簡
易
水
道
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

問　

簡
易
水
道
事
業
か
ら

水
道
事
業
と
な
り
、
公
営

企
業
と
な
っ
て
も
町
か
ら

の
繰
入
れ
は
で
き
る
の

か
。ま

た
、
簡
易
水
道
事
業

の
分
担
金
条
例
の
廃
止
の

理
由
は
。

答　

基
準
外
繰
入
れ
は
可

能
で
、
先
進
地
事
例
で
確

認
済
み
で
あ
る
。

分
担
金
は
無
給
水
地
区

の
開
発
に
伴
う
も
の
で
あ

る
が
、
獅
子
島
地
区
は
該

当
し
な
い
た
め
廃
止
す

る
。

●
長
島
町
特
産
品
直
売

施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望

陽
及
び
長
島
物
産
館
並

び
に
長
島
町
農
山
漁
村

体
験
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

問　

指
定
管
理
者
選
定
委

員
会
で
の
具
体
的
な
選
定

方
法
は
。

答　

①
支
持
者
が
多
数
の

団
体
を
選
定
委
員
会
の
候

補
者
と
し
て
決
定
す
る
。

②
支
持
者
が
同
数
の
場
合

は
各
委
員
が
採
点
し
た
点

数
の
総
合
計
で
得
点
の
多

い
団
体
を
候
補
者
と
し
て

決
定
す
る
。

③
総
合
計
ま
で
同
じ
場
合

は
、
選
定
委
員
会
の
設
置

要
綱
の
中
に
「
可
否
同
数

の
場
合
は
、
委
員
長
の
判

断
に
よ
り
候
補
者
を
決

定
」
す
る
こ
と
な
ど
を
事

前
に
決
め
て
い
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
水
産
商
工
課
関
係

問　

赤
潮
被
害
緊
急
支
援

事
業
補
助
金
１
４
６
２
万

５
千
円
の
内
訳
は
。

答　

約
半
分
の
７
０
０
万

円
が
燃
料
費
、
６
０
０
万

円
弱
が
赤
潮
散
布
用
焼

ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
資
材
代
、

残
り
１
０
０
万
円
が
埋
設

費
用
で
あ
る
。

▼
農
林
課
関
係

問　

農
地
中
間
管
理
事
業

の
事
業
実
績
は
。

答　

平
成
30
年
度
現
在

で
、
６
地
区
が
実
施
し
、

全
体
面
積
の
２
割
で
あ

る
。
今
年
度
を
含
め
る
と

９
地
区
の
実
績
と
な
る
。

中
山
間
直
接
支
払
制
度
及

び
基
盤
整
備
を
実
施
し
た

地
区
が
対
象
と
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
随
時
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

▼
学
校
教
育
課
関
係

問　

小
学
校
の
新
年
度
教

科
書
改
訂
に
よ
る
教
員
指

導
書
の
教
科
書
購
入
の
内

訳
は
。
ま
た
、
中
学
校
の

購
入
計
画
は
。

答　

小
学
校
７
校
分
で
１

校
当
た
り
約
１
１
２
万
円

と
な
る
。
学
年
別
で
は

１
、
２
年
生
が
７
教
科
、

３
、
４
年
生
が
９
教
科
、

５
、
６
年
生
が
11
教
科
と

な
る
。
中
学
校
は
令
和
２

年
度
に
教
科
書
採
択
を
行

い
、
令
和
３
年
度
か
ら
新

教
科
書
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
る
。

▼
建
設
課
関
係

問　

浦
汐
屋
茅
屋
線
の
完

了
年
度
は
い
つ
か
。

答　

令
和
３
年
度
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
路
線
は

旧
長
島
高
校
の
裏
側
と
旧

県
道
の
２
路
線
あ
り
、
県

道
側
は
測
量
設
計
委
託
か

ら
に
な
る
の
で
、
全
体
計

画
は
ま
だ
先
に
な
る
。

　

委
員
長　

小
田　

勝
志

整備が進む浦汐屋茅屋線
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■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
収
入

■
町
税

町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の

税
収
入

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

■
分
担
金
及
び
負
担
金

町
が
行
う
特
定
事
業
に
よ
り
利

益
を
受
け
た
方
か
ら
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金

■
使
用
料
及
び
手
数
料

【
使
用
料
】
公
共
施
設
な
ど
を
利

用
し
た
方
か
ら
負
担
し
て
い
た

だ
く
お
金

【
手
数
料
】
特
定
の
方
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
く
お
金

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

体
等
の
支
出

■
民
生
費

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
務
・
事

業
に
使
う
お
金

■
土
木
費

道
路
、
公
園
整
備
な
ど
に
使
う

お
金

■
総
務
費

人
事
、
企
画
、
財
政
、
戸
籍
、

統
計
や
交
通
安
全
な
ど
に
使
う

お
金

■
公
債
費

町
債
を
返
済
す
る
た
め
に
使
う

お
金

■
農
林
水
産
業
費

農
業
、
林
業
、
水
産
業
振
興
に

使
う
お
金

■
寄
附
金

町
民
な
ど
が
無
償
で
町
に
提
供

し
て
く
れ
る
お
金

■
繰
入
金

他
の
会
計
や
基
金
か
ら
繰
り
入

れ
る
お
金

■
地
方
交
付
税

町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

■
国
県
支
出
金

特
定
の
事
業
の
た
め
に
国
や
県

か
ら
支
出
さ
れ
る
お
金

■
町
債

大
き
な
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
町
が
借
り
入
れ
る
お
金

■
消
防
費

消
防
、
防
災
事
業
な
ど
に
使
う

お
金

■
教
育
費

学
校
運
営
の
費
用
や
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
教
育
全
般
の
事

務
・
事
業
に
使
う
お
金

■
衛
生
費

保
健
衛
生
や
公
害
対
策
な
ど
安

全
で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に

使
う
お
金

■
商
工
費

商
工
振
興
、
観
光
振
興
な
ど
に

使
う
お
金

■
災
害
復
旧
費

暴
風
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
に

よ
っ
て
生
じ
た
被
害
を
復
旧
す

る
た
め
の
お
金

■
議
会
費

議
会
活
動
に
使
う
お
金

一般会計の決算状況

主な用語の解説

歳出決算額　116億6098万円 歳入決算額　123億8281万円

歳出

災害復旧費
1億5961万円
1.4％

民生費
25億2207万円
21.6％

土木費
17億2167万円
14.8％

総務費
15億8689万円
13.6％

公債費
15億3774万円
13.2％

消防費
10億1370万円
8.8％

教育費
7億8533万円
6.7％

衛生費
5億6773万円
4.9％

商工費
1億9398万円
1.7％

議会費
1億61万円
0.9％

農林水産業費
14億7166万円
12.6％

依
存

財 源

自主財
源

歳入

町税
9億1943万円
7.4％町債

19億6250万円
15.9％

県支出金
13億3554万円
10.8％

繰越金
7億7533万円
6.3％

分担金及び負担金
1億6655万円
1.4％
その他
9億9304万円
8.0％

自主財源その他内訳
 （単位：万円）
使用料及び手数料 5931
財産収入 4190
寄附金 20754
繰入金 63104
諸収入 5325

地方交付税
46億6156万円
37.7％

国庫支出金
13億270万円
10.5％

その他
2億6615万円
2.2％

依存財源その他内訳
地方譲与税 6591
利子割交付金 141
配当割交付金 157
株式等譲渡所得割交付金 186

 （単位：万円）
地方消費税交付金 17914
自動車取得税交付金 1160
地方特例交付金 347
交通安全対策特別交付金 119

※第１表の金額は、各項目とも円単位で計算した額を万円未満四捨五入して計上しているため、合計金額が一致しない場合がある。

第１表　一般会計歳入・歳出の状況

平成30年度各会計

歳入･歳出決算を認定
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
元
年
第
３
回
長
島
町
議

会
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
30

年
度
の
一
般
会
計
及
び
13
特
別

会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、10
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、

現
地
調
査
を
含
め
全
委
員
で
審

査
を
実
施
し
た
。

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算

が
議
決
さ
れ
た
目
的
に
従
っ
て

適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

た
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
行
政
効
果
が
発
揮
で
き
た

か
。
ま
た
、
今
後
の
行
政
運
営

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
、

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
主

眼
と
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
質
疑
か
ら

第２表　特別会計の収支の状況	 （単位：円）

区　　分 歳入総額 歳出総額 翌 年 度 へ
繰越べき財源 実質収支額 単年度収支

国民健康保険特別会計 2,223,169,001 1,890,568,049 0 332,600,952 33,258,713
国民健康保険診療施設特別会計 433,151,428 419,208,246 13,317,000 626,182 △ 2,446,671
へき地診療施設特別会計 59,264,362 43,931,826 0 15,332,536 7,379,645
介護保険特別会計 1,363,749,630 1,317,224,531 0 46,525,099 12,312,600
簡易水道特別会計 642,632,611 590,835,602 0 51,797,009 6,732,793
諸浦港埠頭特別会計 9,552,250 3,817,207 0 5,735,043 387,153
農業集落排水特別会計 66,649,984 65,502,879 0 1,147,105 △ 96,559
漁業集落環境整備特別会計 49,419,985 48,886,722 0 533,263 △ 895,382
特定地域生活排水処理特別会計 42,700,624 40,736,660 0 1,963,964 1,203,050
水産種苗供給特別会計 23,743,963 19,134,329 0 4,609,634 △ 1,620,309
後期高齢者医療特別会計 135,171,419 134,604,581 0 566,838 77,843
太陽光発電特別会計 178,844,586 92,943,015 0 85,901,571 8,671,882
観光施設特別会計 143,697,952 149,748,717 0 △ 6,050,765 △ 4,458,793

合　　　　　　計 5,371,747,795 4,817,142,364 13,317,000 541,288,431 60,505,965

空
き
家
改
修
し
、
食
堂
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
「
あ
さ
ひ
や
」

（
指
江
地
区
）

Q&A

一
部
抜
粋

山
中
地
区
の
多
目
的
広

場
は
い
つ
で
き
る
の
？

ふ
る
さ
と
納
税
が
減
っ

た
理
由
は
？

？？

？？

現
在
工
事
中
で
あ
る
が
、

完
了
予
定
は
い
つ
ご
ろ

か
？

令
和
３
年
度
を
予
定
し
て

い
る
が
、
総
合
運
動
公
園

の
掘
削
す
る
土
量
次
第
な
の
で
、

あ
く
ま
で
予
定
で
あ
る
。

寄
附
金
が
前
年
の
約
３
億

円
か
ら
２
億
円
に
減
っ
た

理
由
は
？こ

れ
ま
で
寄
附
額
に
対

し
、
返
礼
率
を
5
～
6
割

に
し
て
い
た
が
、
総
務
省
通
知
に

基
づ
き
６
月
以
降
３
割
以
内
に
し

た
と
こ
ろ
、
申
し
込
み
が
減
少
し

た
た
め
で
あ
る
。

Q

Q

A

A

予
算
が
ち
ゃ
ん
と
使
わ
れ
て
い
る
か

現
地
を
調
査☞

手入れが行き届いた竹林

庇
ひさし

が取り付けられた長生園



皆
様
方
に
は
輝
か

し
い
令
和
２
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
国
内
で
は
10
月
に
大
型
の

台
風
19
号
に
よ
り
、
想
定
外
と
表
現
さ

れ
る
大
雨
で
、
東
日
本
の
15
都
県
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
心
よ
り

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。本

町
で
は
消
防
分
遣
所
が
昨
年
４
月

に
落
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
町
民

の
安
心
・
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鷹
巣
診
療
所
の
起
工
式

も
昨
年
末
に
実
施
、
今
年
中
の
完
成
が

予
定
さ
れ
、
地
域
医
療
の
充
実
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
二
階
堂
）

【
発
行
責
任
者
】議　

　

長　

林　
　

義
明

【
編
集
】

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

兒
玉　
　

誠

副
委
員
長　

上
筋　

睦
雄

委　
　

員　

二
階
堂　

猛

小
田　

勝
志

林　
　

誠
治
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10
　
月

１
～
４
日
決
算
審
査
特
別
委
員
会

７
日
長
島
町
特
産
品
直
売
施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
・
長

島
物
産
館
・
農
山
漁
村
体
験
施
設
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会

８
日
本
浦
港
起
工
式

出
水
地
区
教
育
振
興
大
会
（
長
島
町
）

９
日
出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
県
知
事
及
び
県
議
会
議

長
へ
の
要
望
（
鹿
児
島
市
）

出
水
地
域
木
材
利
用
推
進
協
議
会
か
ら
の
要
望

12
日
第
18
回
な
が
し
ま
造
形
美
術
展
開
会
式

15
日
第
１
回
広
報
特
別
委
員
会

16
日
鹿
児
島
県
離
島
振
興
町
村
議
会
議
長
会
視
察
（
長
島

町
）

18
日
第
２
回
広
報
特
別
委
員
会

22
日
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
整
備
推
進
期
成
会
鹿
児
島

県
大
会
（
出
水
市
）

21
日
例
月
現
金
出
納
検
査

北
薩
摩
観
光
連
絡
協
議
会
総
会

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査
（
阿
久
根
市
）

24
日
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
推
進
に
係
る
要
望
及

び
北
薩
横
断
道
路
の
整
備
促
進
に
関
す
る
要
望
（
福

岡
市
）

水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

25
日
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
第
３
回
定
例
会
（
出

水
市
）

28
日
長
島
大
陸
「
夢
創
造
キ
ャ
ン
パ
ス
」
開
所
式

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
の
県
へ
の
要

望
会
（
鹿
児
島
市
）

29
日
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
出
納
検

査
（
鹿
児
島
市
）

31
～
１
日
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監
査
委
員
全
国
研

修
会
（
東
京
都
）11

　
月

２
～
３
日
長
島
町
総
合
文
化
祭

５
日
第
３
回
長
島
町
議
会
臨
時
会

議

会

の

う

ご

き

７
日
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
全
員
協
議
会
・

研
修
会
（
鹿
児
島
市
）

監
査
委
員
に
よ
る
定
期
監
査
（
13
日
ま
で
）

８
日
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
第
３
回
定
例
会
（
２

日
目
）

水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
（
２

回
目
）

12
～
15
日
離
島
市
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・
全
国
町
村
議
会

議
長
全
国
大
会
・
新
過
疎
法
制
定
実
現
総
決
起
集
会

（
東
京
都
）

16
日
第
64
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会

関
東
な
が
し
ま
会
（
東
京
都
）（
18
日
ま
で
）

19
日
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
（
鹿
児

島
市
）

19
～
20
日
監
査
委
員
三
町
合
同
研
修
会
（
さ
つ
ま
町
）

20
日
第
２
回
革
新
種
苗
調
査
特
別
委
員
会

21
日
長
島
町
特
産
品
直
売
施
設
ポ
テ
ト
ハ
ウ
ス
望
陽
・
長

島
物
産
館
・
農
山
漁
村
体
験
施
設
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
（
２
回
目
）

21
～
22
日
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
大
会
要
望
活
動

（
東
京
都
）

24
日
お
さ
か
な
祭
り

26
日
例
月
現
金
出
納
検
査

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
出
納
検

査
（
鹿
児
島
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査
（
阿
久
根
市
）

27
日
出
水
地
区
２
市
１
町
議
会
議
長
会
（
阿
久
根
市
）

28
日
議
会
運
営
委
員
会
（
第
４
回
議
会
定
例
会
の
た
め
）

30
～
１
日
長
島
フ
ェ
ス
タ

12
　
月

４
日
第
４
回
定
例
会
開
会
（
13
日
ま
で
）

16
日
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
例
月
現
金
出

納
検
査
（
鹿
児
島
市
）

20
日
例
月
現
金
出
納
検
査

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
例
月
出
納
検
査
（
阿
久
根
市
）

21
日
国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診
療
所
建
設
起
工
式

24
日
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
第
４
回
定
例
会(

出
水

市)

25
日
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会
（
阿
久
根
市
）


